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施設内容
(1階)玄関ホール､アリーナ(メ
インバドミントンコート　1

両､サブバドミントンコート
2両)､ラウンジ(食堂)､尉房

(2階)同窓会毒(湯沸室含)､
脱衣室･浴室(男･女)､等

構造･頬模
鉄筋コンクリート造､一部(アリー

ナ上部屋根部)鉄骨造2階建
1階床面積526.94m2

2階床面積206.54m2

屋階床面積　21.16m2

延べ床面積754.64m2

建設場所
旧本館脇(南西側)講堂を解体撤

去し､その跡地に､当進修同窓会
館兼アリーナを建設する(隣接し
て､県費による多目的学習館が建
設される)0

一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
記
念
事
業
の

準
備
状
況
と
同
窓
会
･
学
校
の
動
向

校

　

長

　

青

　

山

　

和

　

義

今
年
の
夏
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
記

録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
'
同
窓

会
員
の
皆
様
に
は
益
々
御
健
勝
で
ご
活

躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
九
年
の
創
立
百
周
年
記
念
事
業

に
関
し
ま
し
て
は
'
昨
年
七
月
の
第
一

回
実
行
委
員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
募

金
活
動
を
出
発
点
に
'
現
在
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

現
況
を
申
し
上
げ
ま
す
と
'
ま
ず
､

記
念
事
業
の
中
核
と
な
る
｢
記
念
館
｣

の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
'
旧
講
堂
を

取
り
壊
し
'
そ
の
跡
に
｢
同
窓
会
館
兼

ア
リ
ー
ナ
｣
と
県
施
設
の
｢
多
目
的
学

習
館
｣
　
の
二
様
の
建
設
を
計
画
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
｡
幸
い
'
そ
の

｢
多
目
的
学
習
館
｣
の
建
設
費
が
今
年

度
の
県
予
算
に
計
上
さ
れ
､
こ
の
秋
着

工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
｡
こ
れ
を
受

け
て
六
月
の
建
設
委
員
会
で
対
応
を
御

検
討
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
'
予
算
の
節

約
､
工
期
の
短
縮
等
の
観
点
か
ら
､
同

窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ
も
同
時
着
工
が
望

ま
し
い
と
の
結
論
を
得
'
七
月
の
実
行

委
員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡
硯

在
は
'
土
浦
市
の
建
築
審
査
と
建
築
業

者
選
定
の
準
備
に
関
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
｡
お
そ
ら
く
十
月
に
は
工
事
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
｡

こ
れ
に
関
連
し
て
'
募
金
状
況
は
今

年
の
五
月
末
で
､
学
校
へ
の
納
入
総
額

は
約
1
億
円
で
し
た
｡
締
切
の
六
月
末

ま
で
に
'
目
標
額
二
億
円
の
達
成
は
困

難
と
判
断
し
'
募
金
期
間
を
一
年
延
長

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
｡
旧
制
中
学
と

高
校
二
十
回
あ
た
り
ま
で
の
会
員
の
対

応
は
順
調
な
の
で
す
が
'
そ
れ
以
後
の

若
い
世
代
の
会
員
の
動
き
が
鈍
い
よ
う

で
す
｡
こ
の
席
を
借
り
て
'
改
め
て
'

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

次
に
記
念
誌
の
作
成
に
つ
い
で
は
'

十
二
名
の
担
当
者
に
よ
る
記
念
誌
編
纂

委
員
会
が
'
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
｡
本
校
旧
職
員
で
'
土
浦
市
史

編
纂
委
員
長
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
た
永

山
正
先
生
の
御
助
言
を
得
な
が
ら
'
沢

山
の
方
々
に
興
味
深
-
読
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
主
眼
に
'
過
去
･
現
在
･
未
来

の
三
つ
の
柱
で
構
成
し
､
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
内
容
に
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
｡

更
に
へ
九
月
か
ら
は
校
内
の
式
典
準

備
委
員
会
が
発
足
し
､
記
念
式
典
の
期

日
決
定
'
記
念
品
及
び
記
念
講
演
会
講

師
の
選
定
な
ど
の
準
備
に
着
手
し
ま
し

た
｡
今
年
中
に
は
式
典
委
員
会
を
開
催

し
'
原
案
の
審
議
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
｡

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
､
以
上

で
ひ
と
ま
ず
措
き
'
次
に
'
こ
の
一
年

間
の
同
窓
生
の
御
活
躍
や
話
題
を
'
い

-
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

◇
平
成
六
年
十
一
月

同
窓
会
長
の
幡
谷
祐
一
氏
(
旧
中
四

十
回
卒
)
が
第
一
回
茨
城
県
特
別
功

績
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
｡

◇
同
年
同
月

洋
画
家
鶴
岡
義
雄
氏
(
旧
中
三
十
六

回
卒
)
　
が
芸
術
院
会
員
に
就
任
し
ま

し
た
｡

◇
平
成
七
年
七
月

山
形
県
米
沢
市
在
住
の
医
学
博
士
'

渡
辺
孝
男
氏
(
高
校
二
十
回
卒
)
が
'

参
議
院
選
挙
で
新
進
党
比
例
区
よ
り

当
選
｡

◇
平
成
七
年
十
月

世
界
湖
沼
会
議
に
堀
越
昭
氏
(
高
校

十
三
回
卒
)
　
が
市
民
の
会
会
長
と
し

て
参
加
｡
ま
た
'
海
老
原
順
氏
(
本

名
　
芳
和
　
高
校
二
十
三
回
卒
)
　
が

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
歌
手
と
し
て
活
躍
｡

さ
て
最
後
に
'
い
ま
本
校
が
か
か
え

て
い
る
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
も
'
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

一
つ
は
'
学
校
週
五
日
制
の
問
題
で

す
｡
こ
れ
は
'
生
徒
の
学
校
生
活
に
ゆ

と
り
を
持
た
せ
る
と
の
趣
旨
の
も
の
で

す
が
'
本
校
の
実
情
を
考
え
ま
す
と
'

単
純
に
授
業
時
間
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
｡
そ
の
た
め
'
全
日
制
で
は

一
コ
マ
五
十
三
分
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
､
今
後
も
種
々
の
検
討
が
必
要

な
状
況
で
す
｡
も
う
一
つ
は
､
推
薦
入

学
の
導
入
で
す
｡
県
教
委
の
方
針
に
従

っ
て
'
本
校
で
も
'
来
年
度
の
入
試
か

ら
定
員
の
十
パ
ー
セ
ン
ー
の
枠
で
実
施

す
る
予
定
で
す
｡

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
同
様
'
教

育
界
も
改
革
の
波
に
洗
わ
れ
'
新
た
な

態
勢
の
構
築
に
腐
心
し
て
お
り
ま
す

が
'
教
職
員
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

ゆ
-
所
存
で
す
｡
今
後
も
'
皆
様
の
御

支
援
を
よ
ろ
し
-
お
願
い
致
し
ま
す
｡
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卒業回数 冦ｩUxｧ｢�9月現在 ��俎9(b�

万円 冓ﾈ冷�手拷金 

定35 �2� ��

定36 �2� ��

定37 ��� ��

定38 ��� ��

定39 �"� ��

定40 �"� ��

定41 �"� ��

定42 �"�2.4 ��

定43 �"�2.1 ��

通信制 �#�� ��

14, 023. 8募金高総合計

卒業回数 冦ｩUxｧ｢�9月現在 ��俎9(b�

万円 冓ﾈ冷�手持金 

定13 鉄2�34.0 ��俎9(b�

定14 �3�� ��

定15 塔b�67.0 ��

定16 田b�12.0 ��俎9(b�

定17 都b�ll.0 ��俎9(b�

定18 都B� ��

定19 都2�12.0 ��俎9(b�

定20 田B� ��

定21 田2� ��

定22 田�� ��

定23 鉄�� ��

定24 �3b� ��

定25 �#"� ��

定26 ���� ��俎9(b�

定27 唐� ��

定28 途� ��

定29 澱� ��

定30 釘�3.0 ��

定31 釘� ��

定32 �"� ��

定33 �2� ��

定34 �"� ��

卒業回数 冦ｩlﾘｧ｢�9月現在 ��俎9(b�

万円 冓ﾈ冷�手拷金 

高38†理数15 ��c��64.0 ��

高39,理数16 ��S��1.5 ��俎9(b�

高40,理数17 ��S�� ��俎9(b�

高41,理数18 �����62.8 ��

高42,理数19 涛��51.0 ��

高43,理数20 都��ll.3 ��

高44,理数21 田��0.3 ��俎9(b�

高45.理数22 鉄��53.2 ��

高46,理数23 鉄��57.9 ��

高47,理数24 鉄��34.5 ��

定1 �3B�22.0 ��

定2 鉄��44.0 ��

定声 田�� ��

定4 鉄��48.0 ��

定5 田2�33.0 ��

定6 田"� ��

定7 田��51.0 ��俎9(b�

定8 田"�1.0 ��

定9 塔"� ��

定10 田�� 鉄��

症ll 都�� �#��

定12 鉄r� ��

第
二
回
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
総
会
開
催
さ
れ
る

平
成
七
年
七
月
十
四
日
'
土
浦
観
光

ホ
テ
ル
に
お
い
て
'
百
七
十
余
名
参
加

の
も
と
､
第
二
回
記
念
事
業
実
行
委
員

会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

参
会
者
よ
り
心
温
ま
る
助
言
･
提
案
･

激
励
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
'
以
下
'
論

議
､
報
告
さ
れ
た
結
果
の
み
を
記
し
て

お
き
ま
す
｡

◇
　
議
事

二
)
同
窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ
建
設

ア
　
設
計
に
つ
い
て

会
館
設
計
に
あ
た
る
石
川
伸
広
氏

(
高
三
l
回
)
よ
り
'
設
計
図
を
も
と

に
会
館
の
規
模
'
各
室
内
の
用
途
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
た
｡

イ
　
施
工
に
つ
い
て

施
工
業
者
は
入
札
に
よ
り
決
定
す

る
｡

建
設
工
事
開
始
時
期
は
'
茨
城
県
が

本
校
に
建
設
す
る
多
目
的
学
習
館
の
そ

れ
に
合
わ
せ
'
今
秋
と
す
る
｡

(
二
)
多
目
的
学
習
館
建
設

茨
城
県
が
建
設
す
る
も
の
で
'
一
㌧

二
階
合
わ
せ
て
六
〇
〇
平
米
へ
冷
暖
房

完
備
の
施
設
で
'
建
設
地
は
'
創
立
5
0

周
年
に
建
て
た
旧
講
堂
を
解
体
し
た
跡

地
と
L
t
同
窓
会
館
に
隣
接
す
る
｡
工

事
開
始
は
今
秋
と
目
さ
れ
る
｡

(
≡
)
募
金
に
つ
い
て

ア
　
募
金
状
況

特
殊
寄
付
'
並
び
に
各
卒
業
回
か
ら

の
募
金
を
合
わ
せ
て
'
七
月
現
在
一
億

一
千
三
百
万
円
に
達
し
た
.

イ
　
募
金
期
間
の
延
長

募
金
活
動
は
昨
年
七
月
に
開
始
し
た

が
'
目
標
総
額
二
億
円
に
は
遠
-
'
募

金
期
間
を
来
年
度
(
平
成
八
年
)
六
月

三
十
日
ま
で
延
長
す
る
｡

ウ
　
寄
付
金
控
除

正
規
の
領
収
書
に
よ
り
'
確
定
申
告

の
際
'
税
法
の
範
囲
内
で
寄
付
金
控
除

(
法
人
の
場
合
は
損
金
算
入
)
が
出
来

る
｡

(
四
)
百
周
年
記
念
誌

現
在
'
校
内
の
記
念
誌
編
纂
委
員
会

で
作
業
が
進
行
中
｡
先
に
発
行
さ
れ
た

土
浦
一
高
9
0
年
史
を
元
に
'
新
た
に
資

料
収
集
に
あ
た
り
､
B
5
版
7
0
0
頁

相
当
の
も
の
を
編
纂
す
る
｡

印
刷
製
本
会
社
の
選
定
は
､
記
念
誌

編
纂
実
行
委
員
会
に
一
任
す
る
｡

記
念
誌
の
名
称
'
並
び
に
内
容
等
に

つ
い
て
は
'
後
日
更
に
検
討
す
る
｡

議
事
終
了
後
'
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
｡

一
〇
〇
周
年
募
金

で
協
力
の
お
願
い

ー
寡
全
期
間
一
年
間
延
長
-

母
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と

し
て
'
実
行
委
員
会
で
は
'
同
窓
会
館

兼
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
の
た
め
'
目
標
額

二
億
円
の
募
金
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
'
募
金
状
況
は
別
表
の
と
お

り
'
同
窓
諸
兄
姉
の
母
校
愛
に
発
す
る

尊
い
ご
高
志
を
賜
わ
り
'
九
月
現
在
､

目
標
額
の
約
七
割
の
線
に
達
し
ま
し

た
｡
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
対
し
'
心

か
ら
厚
-
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
｡

同
窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
は
'

茨
城
県
が
平
成
七
年
度
中
に
別
途
建
設

す
る
多
目
的
学
習
館
と
同
時
進
行
の
必

要
が
あ
る
た
め
'
建
物
の
配
置
'
設
計

等
に
つ
い
て
'
先
般
へ
建
設
委
員
会
や

実
行
委
員
会
の
検
討
が
終
了
し
'
諸
手

続
き
の
う
え
'
間
も
な
-
建
築
着
工
の

運
び
と
な
り
ま
す
｡

資
金
の
募
金
に
つ
き
ま
し
て
も
'
募

金
斯
間
の
一
年
間
延
長
の
手
続
き
を
完

了
L
t
平
成
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
｡
所
得
税
'
及
び
法
人
税

の
寄
付
金
控
除
に
つ
い
て
は
､
前
年
同

様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
｡
今
後
の
募
金

活
動
は
仲
々
骨
の
折
れ
る
段
階
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
'
期
間
内
に
是

非
と
も
告
標
額
を
突
破
で
き
る
こ
と
を

念
願
い
た
し
ま
す
｡
諸
兄
姉
に
お
か
れ

ま
し
て
は
'
募
金
の
推
進
に
つ
き
'
一

層
の
ご
助
言
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
く

ま
た
'
特
に
高
二
一
回
卒
以
降
の
格
段

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡
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卒業回数 冦ｩUxｧ｢�9月現在 ��俎9(b�

万円 冓ﾈ冷�手拷金 

高16 鼎���556.0 ��

高17 鼎C�� ��俎9(b�

高18 鉄���626.0 ��

高19 鉄���389.5 ��俎9(b�

高20 鉄���567.0 ��

高21 鼎c��271.0 ��俎9(b�

高22 鼎C�� ��俎9(b�

高23 鼎C��186.0 ��俎9(b�

高24.理数1 鼎��� ��俎9(b�

高25.理数2 �3��� �/ﾈﾗ9(b�

高26.理数3 �3S�� ��俎9(b�

高27,理数4 �3S��104.0 ��俎9(b�

高28.理数5 �33��160.0 ��俎9(b�

高29,理数6 �3#�� ��s2�

林30.理救7 �#s��1.0 塔��

高31,理数8 �#S�� ��俎9(b�

高32,理数9 �#C��102.0 ��俎9(b�

高33,理数10 �#S��77.5 ��

高34,理数11 �#C��52.0 ��

高35.理数12 �#���67.6 ��

高36,理数13 �����66.0 ��俎9(b�

高37,理数14 �����45.0 ��

募金目標額と現在の募金高状況
平成7年9月16日現在

卒業回教 冦ｩUxｧ｢�9月現在 ��俎9(b�

万円 冓ﾈ冷�手拷金 

中42 ��3��179.0 ��

中43 ��3��181.0 ��

中44 �#��� �3�b�

中45 �#���249.0 ��

中46,47 �#c�� �#���

中48,高1 �3C��328.0 ��俎9(b�

中49,高2 �3���336.0 ��

併中1.稀3 鼎S��583.5 ��

併中2,高4 �3��� 鉄S2�

#5 �3C��522.0 ��

高6 鼎��� 鼎釘�

高7 鼎#��444.0 ��

高8 鼎S��542.0 ��

高9 鼎C��426.0 ��

高10 鼎S��491.0 ��

高11 鼎C�� 鼎s��

高12 鼎C��506.1 ��

813 鼎S�� 傀�ﾄ､彦ﾂ�

高14 鼎S�� ��俎9(b�

高15 鼎c��582.0 ��

卒業回数 冦ｩUxｧ｢�9月現在 ��俎9(b�

万円 冓ﾈ冷�手拷金 

中22 �(c#R�-ﾈ,R�����22.0 ��

中23 �21.5 ��

中24 �62.0 ��俎9(b�

中25 �51.0 ��

中26 �3��33.0 ��

中27 鼎��24.0 ��俎9(b�

中28 鉄��84.0 ��

中29 鼎��70.0 ��

中30 鉄��71.0 ��

中31 田��101.0 ��

中32 都��97.5 ��

中33 塔��158.0 ��

中34 田�� ��俎9(b�

中35 都��70.0 ��

中36 都��71.5 ��

中37 都��127.0 ��

中38 塔�� �����

中39 涛��125.0 ��

中40 �����180.0 ��

中41 �����127.0 ��

卒
業
周
年
記
念
祝
賀
会
と

動
員
学
徒
の
集
い
に
参
加
し
て

中

四

十

五

回

　

栗

　

栖

　

三

　

男

平
成
七
年
四
月
上
旬
'
卒
業
五
十
周

年
と
戦
後
五
十
年
に
ち
な
み
'
中
四
十

五
回
同
窓
生
が
関
わ
っ
た
二
つ
の
行
事

か
ら
､
そ
の
印
象
を
綴
っ
て
み
ま
し
た
｡

〇
一
高
行
き
バ
ス
停
は
何
処
見
回
せ
ば

桜
古
木
の
花
蔭
の
下
(
中
山
福
雄
君

詠
)四

月
九
日
へ
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
会

に
臨
む
べ
-
､
同
窓
生
六
十
余
名
が
母

校
を
訪
れ
た
｡

桜
花
満
開
の
旧
本
館
前
庭
に
集
い
て

の
'
一
同
の
記
念
写
真
撮
影
の
時
に
は
'

戦
時
色
の
服
装
で
撮
っ
た
セ
ピ
ア
色
の

卒
業
写
真
が
脳
裏
に
浮
か
び
､
激
動
の

時
代
変
遷
を
思
い
つ
つ
感
慨
無
量
-
-

こ
の
度
の
祝
賀
会
に
は
'
五
十
周
年

と
し
て
二
つ
の
学
年
が
招
待
さ
れ
､
会

場
は
例
年
に
な
-
盛
況
で
し
た
｡

顧
み
る
に
中
四
十
五
回
生
の
土
浦
中

学
入
学
は
'
昭
和
十
六
年
､
日
米
開
戦

の
年
｡
卒
業
は
昭
和
二
十
年
三
月
で
し

た
｡
往
時
の
｢
教
育
二
関
ス
ル
非
常
措

置
方
策
｣
に
則
り
'
私
た
ち
に
は
'
在

学
四
年
間
の
繰
り
上
げ
卒
業
が
施
行
さ

れ
'
中
四
十
四
回
の
先
輩
方
と
同
年
度

の
卒
業
と
な
っ
た
の
で
し
た
｡

爾
来
'
今
日
ま
で
の
社
会
生
活
に
お

い
て
も
'
恩
師
は
じ
め
土
浦
中
学
の
先

輩
の
方
々
'
同
窓
生
並
び
に
後
輩
の
皆

様
と
親
し
-
交
誼
出
来
得
ま
す
こ
と

は
'
戦
時
中
の
在
学
四
年
間
と
は
言
え
'

土
浦
中
学
に
籍
を
置
い
た
れ
ば
こ
そ
の

幸
せ
と
'
し
み
じ
み
感
じ
た
卒
業
周
年

記
念
の
祝
賀
会
で
し
た
｡

○
往
年
の
女
学
生
ら
と
よ
す
が
え
て

集
ふ
日
き
た
れ
り
戦
後
五
十
年
(
自

詠
)四

月
十
日
､
春
欄
漫
'
桜
花
乱
る
る

陸
上
自
衛
隊
霞
ケ
浦
駐
屯
地
内
の
大
講

堂
(
右
粗
町
)
　
に
'
中
四
十
五
回
生
と

土
浦
高
女
三
十
九
回
生
の
元
生
徒
l
三

〇
余
名
が
参
集
'
｢
第
一
海
軍
航
空
廠

動
員
学
徒
の
集
い
｣
を
開
催
し
ま
し
た
｡

両
校
元
生
徒
は
'
共
に
昭
和
二
十
年
卒

業
'
旧
航
空
厳
を
訪
れ
た
の
は
'
戦
後

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
｡
こ
の
企
画
の

発
案
は
東
進
土
中
四
五
回
幹
事
会
｡
そ

の
後
親
和
力
を
増
し
て
集
い
の
輪
が
広

が
り
へ
両
校
の
共
催
と
な
り
､
発
起
人

会
に
お
い
て
'
渡
辺
光
夫
君
が
実
行
委
･

員
長
に
推
さ
れ
た
の
で
す
｡

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
概
要

◇
第
一
部
　
式
典
と
記
念
撮
影
　
開
会

宣
言
　
平
和
祈
念
黙
蒔
　
来
賓
紹
介

実
行
委
員
長
挨
拶
　
来
賓
挨
拶
(
土
.

一
･
土
二
高
校
長
)
　
遠
隔
地
参
加
者

紹
介
　
記
念
撮
影

◇
第
二
部
　
体
験
喫
食
と
想
い
出
を
語

る
　
湖
沼
会
議
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
紹
介

◇
第
三
部
　
記
念
植
樹

◇
第
四
部
　
想
い
出
を
語
る
会
　
旧
工

場
へ
　
広
報
館
の
見
学
　
記
念
誌
発
刊

企
画
と
寄
稿
の
説
明

◇
第
五
部
　
総
合
閉
会
式

集
い
の
実
現
に
向
け
て
終
始
､
ご
援

助
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
厚
-
御

校
の
予
科
練
記
念
館
を
見
学
'
夕
べ
に

は
懇
親
会
を
行
う
べ
-
'
ホ
テ
ル
ア
ル

フ
ァ
ザ
土
浦
に
集
っ
た
｡
懇
親
会
の
最

後
は
両
校
の
校
歌
斉
唱
'
十
時
間
に
及

ぶ
集
い
の
幕
を
閉
じ
た
｡

快
き
余
韻
を
胸
に
満
た
し
て
-

◇
記
念
誌
の
発
刊
成
る

記
念
誌
の
発
刊
は
五
十
年
目
の
終
戦

日
を
目
標
に
'
八
月
上
旬
完
成
を
み
ま

し
た
｡
｢
戦
い
の
な
か
の
青
春
｣
が
'

そ
の
書
名
で
す
｡
委
員
長
寄
稿
の
ま
え

が
さ
に
は
'
｢
卒
業
式
ら
し
い
卒
業
式

を
持
て
な
か
っ
た
私
た
ち
の
卒
業
記
念

誌
で
あ
り
'
戦
時
下
非
常
時
に
生
き
た

少
年
少
女
の
記
録
で
も
あ
り
'
回
想
録

で
も
あ
る
｣
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
｡

恩
師
の
和
田
隆
･
山
崎
長
次
郎
の
両

先
生
'
並
び
に
土
浦
一
高
青
山
和
義
･

土
浦
二
高
大
塚
雄
一
の
両
学
校
長
の
寄

稿
文
を
は
じ
め
と
し
て
'
元
生
徒
た
ち

の
思
い
出
と
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
載
､
貴
重
な
る
写
真
集
で
も
あ
り
ま

す
｡
そ
の
構
成
は
'
集
い
当
日
の
記
録
･

回
醍
録
･
動
員
時
代
の
日
記
抄
･
思
い

出
の
写
真
集
と
資
料
､
の
四
部
門
の
二

百
余
頁
｡

記
念
誌
完
成
の
感
激
止
み
難
-
'
出

版
祝
賀
会
を
九
月
十
日
に
開
催
｡
来
賓
､

恩
師
'
元
生
徒
ら
九
十
余
名
が
霞
ケ
浦

観
光
ホ
テ
ル
の
会
場
に
集
い
'
動
員
学

徒
記
念
誌
の
発
刊
を
祝
う
と
と
も
に
'

親
睦
の
輪
を
広
げ
た
祝
賀
会
で
し
た
｡

さ
て
'
土
浦
一
高
は
'
や
が
て
創
立

百
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

母
校
土
浦
一
高
の
一
層
の
発
展
と
進
修

同
窓
会
の
更
な
る
躍
進
を
祈
念
申
し
上

げ
て
､
終
稿
と
い
た
し
ま
す
｡



軒2号土浦-高進修同窓会会報平成7年10月15E](日)(6) 

す題数23ソに総を会しとでマの進て化がけはろてす今恵り霞ぬ /ヽ 嘉○支ここで調土テもく拝の少網つろてい湖まのす漁だ 

会四 え支か ま部ら 

かい九にをのさ支要箆碧を貫票差Y三当警官吾誓書莞粟さ響き鼻蒜蓋郷嘉男i; 主産品警芋蔓葉窪蓋八雲嘉謹言宗警沼尾最雪ぎ姦姦慕て嘗去宕書富夫讐悪書 校すい'たげがるのし高ない跡出で''まけた拝目告ら支ま貞ら山あ大るを三 しまの､修た部数 がoを二応快母年 新しお年授挙校に〉 

の六鶴りつき交よて月生浦計今を尽想え特た及校課く年の年会と年た 

霊墓要望墨だ誓久手荏讐高轟音土管肇雪高だ簸要旨E=:富莞讐讐%'瞥音字苦学撞嘉 をの正会石と重今支し於八総二れなと年感得の成て校出はあれのい人数き'力 讐宴会讐齢内管聖きて単著壬浦尖bl姦這語学三言墓.i:gO'@誓這bo琴窟孟夏大要葦吾 

し報(建唐挨会も豊た三の学日原躍展代計ると'に強進得年後を会'のうーぎ たo夏室≡芸警蓋妻真o嘉壷笑壷支琴芝筈章票○莞芸読書涯て彊芸霊宝讐主旨男孟 '記立党を進同還るい会ろつ総' 墓芸等章瑞雲雲墓室部蓋鷲裏芸妄撃重要重要若妻誓春夏墓甜 

こあ花審を業ののもに入つののな理い会なつら承野第をた毎楽あ(れ 毒芸ao蓋藁藁墓誓警壷軍書萱書写藁董雲欝萎誓言要義誓書萱葦蔓雲毒駆套誓 ､二進変 く' 7,哀聖嘩箪警巧要義筒音宕去讐町三川至芸言合F:描実妥苧堅妄窟責E告琵聖裏 …夏夏至書芸萎萄蛋誓書至芸盛夏筆嘉重責重要慧衰誓書琶雪憲章蓋要具芸肇葦蓋 ○柱入校. 貨客警亨雪菅露妄蓬髪薫腎荒短欝%'固たiO'#招i:短芸蒜捕え;酎三誓美雪. 
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進
修
同
窓
会
定
時
制
部
会

定

時

制

部

会

長

　

柳

　

沢

　

正

　

男

私
達
定
時
制
卒
業
生
は
千
六
百
名
を

越
え
'
土
浦
一
高
卒
業
生
全
体
の
一
割

を
占
め
て
お
り
ま
す
｡
そ
の
人
達
の
代

表
と
し
て
'
桜
井
光
孝
(
副
会
長
･
四

回
卒
)
'
坂
根
光
夫
(
本
部
幹
事
･
四

回
卒
)
'
柳
津
正
男
(
本
部
幹
事
･
七

回
卒
)
､
草
苅
宏
明
(
本
部
幹
事
･
十

回
卒
)
　
の
四
名
が
進
修
同
窓
会
の
役
員

会
に
加
わ
-
'
現
在
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
創
立
百
周
年
事
業
･
総
会
等
の
会
議

に
出
席
致
し
て
お
り
ま
す
｡
私
達
は
'

土
浦
第
一
高
等
学
校
定
時
制
の
卒
業
生

の
代
表
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
っ
て
行

動
し
て
お
-
ま
す
が
'
皆
様
の
情
報
が

も
う
少
し
有
る
な
ら
ば
と
思
い
ま
す
｡

定
時
制
部
会
で
は
'
年
一
度
の
総
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
｡
毎
年
四
月
第
二

日
曜
日
に
'
校
内
の
給
食
室
に
於
て
､

午
前
十
一
時
よ
り
給
会
の
場
で
'
卒
業

二
十
五
周
年
'
四
十
周
年
の
人
達
を
祝

福
し
､
総
会
終
了
後
食
事
を
と
り
な
が

ら
'
お
互
い
の
親
睦
を
か
わ
し
て
お
り

ま
す
｡
そ
の
後
体
育
館
で
行
わ
れ
る
進

修
同
窓
会
の
総
会
に
参
加
し
て
'
土
浦

第
一
高
等
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
と
の

意
識
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
｡
ま
た
へ

定
時
制
部
会
の
活
動
と
し
て
は
'
入
学

式
､
卒
業
式
'
そ
し
て
先
生
方
の
歓
送

迎
会
な
ど
､
年
間
五
～
六
回
の
行
事
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
が
'
後
輩
達
も
運

動
が
盛
ん
で
'
全
国
大
会
に
毎
年
県
代

表
と
し
て
参
加
し
t
 
o
B
の
心
尽
く
し

で
で
き
た
後
援
会
の
援
助
に
よ
っ
て
'

好
成
績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
｡
入
学
者

も
走
月
を
満
た
し
'
現
在
'
百
余
名
の

在
校
生
が
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
｡

さ
て
､
縁
あ
っ
て
土
浦
1
高
定
時
制

に
入
学
し
'
努
力
を
し
て
卒
業
し
た
同

志
で
あ
る
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
｡
定
時
制
全
体
の
o
B
の
集
い
が
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
｡
ま
ず
'
各
回
ご

と
に
同
窓
会
を
開
い
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
｡
私
達
第
七
回
卒
も
'
数
年
前

よ
り
'
二
年
に
一
度
の
同
窓
会
を
開
い

て
お
り
ま
す
｡
五
十
才
を
過
ぎ
て
人
生

の
決
算
期
を
迎
え
'
限
り
有
る
人
生
を

有
意
義
に
過
す
為
に
も
'
永
遠
の
友
と

し
て
'
素
晴
ら
し
い
交
際
を
す
べ
き
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡
し
か
し
な
が
ら
'

最
近
同
窓
の
要
で
あ
る
各
回
の
幹
事
の

人
達
の
意
識
が
心
配
に
な
り
ま
す
｡
通

知
を
し
て
も
返
事
は
な
い
し
'
呼
び
か

け
て
も
出
席
が
な
い
｡
困
っ
た
こ
と
で
_

す
｡
こ
れ
で
は
同
窓
会
ど
こ
ろ
か
'
各

回
の
人
達
に
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
す

こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
｡
卒
業
し
て
か
ら

数
十
年
も
過
ぎ
る
と
､
幹
事
の
事
情
に

も
変
化
が
起
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
'
幹
事
役
の
見
直
し
な
ど
を
考
え
て

い
た
だ
き
'
同
窓
生
の
横
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
'
仲
間
と
し
て
の
意
識

を
盛
-
上
げ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
｡

生
徒
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

p
T
A
会
長
　
岩
　
波
　
嶺
　
雄

今
春
の
総
会
に
お
い
て
本
年
度
の
T

p
A
会
長
に
就
任
し
'
来
春
ま
で
の
一

年
間
'
そ
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
へ
わ
た
し
自
身
の
母
校
で
も

あ
る
土
浦
三
岡
の
発
展
の
た
め
に
努
め

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
'
会
員
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
･
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

高
校
時
代
は
'
生
涯
で
一
番
心
身
と

も
に
柔
軟
性
の
あ
る
時
期
だ
と
思
い
ま

す
｡
学
力
は
も
ち
ろ
ん
'
広
い
社
会
的

な
視
野
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
挑
戦
す

る
創
造
性
を
育
む
う
え
で
も
'
大
切
な

時
期
だ
と
思
い
ま
す
｡
半
面
'
岡
山
で

先
日
開
か
れ
た
p
T
A
の
全
国
大
会
の

講
演
に
お
い
て
'
作
家
の
五
木
寛
之
氏

が
明
治
以
来
の
文
学
者
を
例
に
引
き
な

が
ら
'
｢
暗
愁
｣
と
い
う
言
葉
を
何
度

も
用
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
'

将
来
の
進
路
や
友
人
関
係
な
ど
'
迷
い

の
多
い
多
感
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
｡

い
じ
め
や
自
殺
'
オ
ウ
ム
教
問
題
な
ど
'

社
会
的
事
件
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
希
で
は
あ
-
ま
せ
ん
｡
五
木

氏
の
講
演
は
'
子
ど
も
た
ち
と
痛
み
を

分
け
合
お
う
と
い
う
呼
び
か
け
に
聞
こ

え
ま
し
た
｡

p
T
A
は
'
生
徒
た
ち
の
健
全
な
成

長
を
め
ざ
す
学
校
教
育
の
円
滑
化
の
た

め
に
へ
教
職
員
の
皆
様
と
協
力
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
'
以
前

か
ら
子
は
親
の
鏡
､
社
会
の
鏡
と
い
わ

れ
'
今
日
で
は
生
涯
学
習
の
時
代
と
い

わ
れ
る
な
か
'
わ
た
し
た
ち
自
身
の
日

頃
の
研
さ
ん
が
､
い
よ
い
よ
大
事
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
｡
五
木
氏
の
先
の
講

演
が
t
 
p
T
A
の
会
合
で
行
わ
れ
た
理

由
も
'
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
｡

本
校
は
特
に
学
習
･
進
路
面
に
お
い

て
'
全
国
で
も
指
折
り
の
す
ぼ
ら
し
い

成
果
を
あ
げ
'
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
､
二
年
後
に
は
創
立
百
周

年
と
い
う
実
に
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え

ま
す
｡
こ
の
間
の
伝
統
の
重
み
に
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
'
次
の
百
年
の
歴

史
の
創
造
と
い
う
こ
と
を
'
関
係
者
の

一
人
と
し
て
皆
様
と
と
も
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

｢
進
修
｣
育
ち
の
文
人
た
ち
㈱

柳
生
　
四
郎

下
村
千
秋
は
高
田
保
と
同
級
で
'
中

学
第
十
二
回
(
大
正
二
)
　
の
卒
業
'
在

学
中
'
荒
川
本
郷
か
ら
毎
日
真
鍋
台
の

中
学
に
死
に
も
の
狂
い
で
歩
い
て
通
学

し
た
｡
真
鍋
旧
国
道
を
上
り
下
り
し
た

体
験
を
｢
進
修
｣
に
小
説
風
に
書
い
て

い
て
'
こ
れ
ら
で
'
の
ち
作
家
と
な
る

片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡
同

級
生
の
間
で
は
〟
下
村
は
｢
直
角
｣
と

あ
だ
な
さ
れ
た
｡
そ
の
下
相
が
中
学
の

五
年
生
ご
ろ
は
'
完
全
に
文
学
少
年
に

な
り
切
っ
て
い
た
〟
と
い
わ
れ
て
い
た
｡

早
稲
田
大
学
に
進
ん
で
か
ら
は
同
志
と

｢
十
三
人
｣
誌
を
発
行
し
て
作
家
生
活

に
入
っ
た
.
第
1
作
『
刑
罰
』
(
衆
芳
閣
'

大
正
十
三
)
　
で
作
家
と
し
て
の
名
乗
り

を
あ
げ
た
｡
は
じ
め
'
｢
故
郷
｣
｢
父
を

か
こ
ん
で
｣
な
ど
の
農
村
生
活
を
措
い

た
が
'
『
瀕
死
の
浮
浪
者
群
』
『
明
る
い

暗
黒
街
』
な
ど
を
発
表
し
'
つ
い
で
『
街

の
ル
ン
ペ
ン
』
を
発
表
し
た
｡
こ
れ
が

爆
発
的
な
人
気
を
博
し
'
｢
ル
ン
ペ
ン

作
家
千
秋
｣
は
'
｢
ブ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た

ん
の
保
ち
ゃ
ん
｣
の
高
田
保
と
併
称
さ

れ
た
｡
ぼ
ろ
き
れ
の
よ
う
に
社
会
か
ら

捨
て
去
ら
れ
た
み
じ
め
な
浮
浪
者
を
主

題
と
し
た
も
の
で
'
彼
の
純
粋
な
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
貫
か
れ
た
も
の
で
あ

る
｡
下
村
に
は
ま
た
多
-
の
童
話
の
作

が
あ
る
｡
こ
れ
は
愛
娘
に
読
ん
で
き
か

せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
'
優
し

い
父
性
愛
を
-
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
｡

阿
見
町
図
書
館
に
一
切
の
著
書
資
料

が
寄
贈
さ
れ
『
下
村
千
秋
文
学
コ
ー
ナ

ー
』
が
設
け
ら
れ
'
彼
の
一
代
の
仕
事

を
見
わ
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡
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平成7年度入試　大学別合格者数
私立 剔蜉w �(3) 

大学名 丿�� �"�平均 

El田 都R�49 �#b�66.2 

1 ��1 ��

沢医科 ��� ���0.2 

.､川 釘� 釘�4.2 

学院 ���.1 ��1.2 

阜女子 ��� ��� 

戻 ���1 ��0.4 

､前産業 ���1 ��0.4 

､郁薬科 ���.1 ��0.2 

己嘉杜 釘�1 �2�4.0 

l命館 ��R�■2 ��2�10.8 

令 ��� ���0.8 

6 �"�4 �2���

外語 �2�2 ���0.4 

故 �2� �2�0.8 

1 ��1 �"���
'斗学 ��� ��� 

-アトル ���l1 �� 

市大学計 都�R�B34 塔��63.8 

私立短期大学 
大学名l合格数新卒旧卒!平均 

l女子美短ll ��ll 

一恵新大学計ll ��110.4 

新卒:平成7年3月卒業生
(普通科47回,理数科24回)

本表は平成7年度入試で合格者の出
た大学のみを掲載した｡空欄は0で
ある｡

平均は平成2 -6年度入試までの5

年間の合格者数の平均値である｡

私立 剔蜉w(2) 

大学名 儼��数新卒旧幸一 剳ｽ均 

女子 ���1 ��1.2 

浦工業 ��2�5 唐�12,2 

1 ��1 ��綯�

智 ��B�F6 唐�21.2 

秤 �2� �2�1.4 

千 迭�2 �2�1.2 

3 ��3 澱���

6 �"�4 迭���

心女子 �"�.2 ��2.0 

け価 �"�2 ��1.6 

修 釘� 釘�7.2 

文化 ���1 ��4.4 

2 ��2 ��紕�

1 ��1 ��綯�

､ll �2�1 �"�0.8 

央 �3��14 ��r�36.8 

田塾 ��"�8 釘�6.0 

章毎 途� 途�4.2 

芽! 迭�1 釘�1.8 

訳医科 ��� ��� 

京女子 ��2�10 �2�9.2 

京造形 ��� ���0.8 

弔電積 澱�5 ���ll.0 

京農業 迭�1 釘�3.4 

訳斗 澱�1 迭�3.8 

示斗 涛B�47 鼎r�75.0 

象工科 ��� ��� 

1 ��1 �2紕�

洋 澱� ��｣b�8.2 

松学舎 迭� 迭�0.8 

本 �3r�ll �#b�31.2 

本獣医畜 �"� �"�0.4 

本女子 ��R�12 偵2��15.8 

31 ��R�16● �3B綯�

3 ��■3 釘綯�

8 �2�5 �2�"�

昭治学院 澱�2 釘�12.6 

村治 �3b�20 ��b�44.8 

桐治薬科 ���1 ��3.6 

阿海 ��� ��� 

教 �#r��16. ��?｢�18.2 

3 姪2��"�"�

私立大学(1) 
農顎園 ��� ���0.2 

1 ��1 ��

手医科 ������� 

ヒ工業 免�����`0.4 

fE通経済 ��� ���2.8 

利工業 ��� ���0.6 

治医科 �������0.4 

守ミ.､ ��� ���1.2 

虫協 ���1 ��3.2 

2 ��2 �2綯�

菓工業 澱�至2 釘�l4.6 

学院 �"�1 ���0.2 

薄 �2�3 ��1.0 

･3 ���2 ��紕�

也 �3#�#��免ﾂ�22.4 

千 �������1.0 

習院 ����b�迭�13.2 

ヒ里 澱�3! 偵2�3.6 

､立女子 釘�2 �"�3.4 

柿 �8���1■ �"�0.6 

CI 田"��35 �#r�44.6 

学院 �8����2�5.0 
一さ 鼎��r��2�4.4 

至基督教 天�"��2�2.6 

3≡F �3 �"���

釈 湯�#ｲ�途�6.8 

百合女子 免��F薬繧�

国立 刳w 

大学名 儼��畢lF7卒j棚 

Jヽ縛商科 ���ll �0.2 

ヒ海道 ����4!6 �6.2 

ヒ �#��22 都�#2綯�

田 ���1 ��1.4 

辛 ��� 偵�� 

形 �2�211 �2.4 

城 �#��12 唐�26.6 

波 鼎r�35 ��"�51.8 

呂 �"�!2:2.4 

局 �"�ill �2.4 

玉 釘�3;1 �;7.0 

葉 ��"�ll ���12.6 

'茶の水女 途�6 ���4.2 

'信 �"�1 ���-3.2 

釈 �32�22 免ﾂ�25.2 

訳医科歯手.I �2�3 ��2.2 

訳外語 唐�7 ���3.6 

訳学芸 唐�7!1 �7.6 

京工業 ��2�9 ���B�12.4 

京農工 �2�1 �"�2.6 

橋 途�5 �"�4.6 

′l 湯�4 迭�■11.2 

潟 ���1 ��1.4 

梨医科 �"� 痴"� 

呂州 釘�2 �"�3.8 

‥Zi医科 ��� ���0.4 

古屋 �"�2 撞2紕�

2 ���1 �����

山 ��� ��� 

､都 �2�1 �"�■4.2 

､都工繊維 ���1 ��iO.4 

1 ��� ��

戸 �2��1 �&��繧�

ミ良女子 ���1 倬c��"�

島 ��� 狽�0.8 

川医科 ��� ��ﾂ�0.2 

夏鳥 ��� ��� 

知 ��� ��� 

li ��1 ��

tT ��� ��� 

I ��� �����"�

立大学計 �#SB�払67 塔s#S2繧�

平
成
七
年
度
大
学
入
試
報
告
進
路
指
導
部

平
成
七
年
度
入
試
は
､
昨
年
度
に
続
い
て
'
極
め
て
満
足
す
べ
き
成
果
を
納

め
'
本
校
生
徒
の
実
力
が
年
々
向
上
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
如
実
に
証
明
し
た
も

の
と
な
っ
た
｡
直
前
で
精
度
の
高
い
'
綿
密
な
出
願
指
導
が
な
さ
れ
た
こ
と
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
'
生
徒
諸
君
の
大
い
な
る
奮
励
努
力
と
教
師
集
団
の
三
年
間

の
堅
実
且
つ
精
力
的
な
指
導
の
積
み
重
ね
に
よ
る
勝
利
で
あ
る
｡

前
･
後
期
共
に
成
功
し
た
国
立
大
受
験

国
立
大
学
入
試
で
は
'
東
大
合
格
が

昨
年
度
よ
り
三
名
増
と
な
-
'
公
立
高

校
で
の
現
役
合
格
数
は
'
昨
年
同
様
全

国
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
｡

地
元
筑
波
大
は
､
例
年
の
ご
と
-
抜

群
の
全
国
第
1
位
の
合
格
数
で
あ
っ

た
｡

北
大
へ
東
北
大
合
格
も
'
記
録
更
新

の
実
績
に
な
っ
た
｡
全
体
的
に
難
化
し

た
平
成
七
年
度
入
試
で
'
東
工
大
､
千

葉
大
'
東
京
外
語
大
､
一
橋
大
､
お
茶

の
水
女
子
大
な
ど
'
難
関
国
立
大
で
多

数
の
合
格
数
を
得
た
本
校
生
の
実
力

は
､
全
国
の
ト
ッ
プ
の
進
学
校
の
注
目

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
｡

国
立
大
志
向
強
ま
る

景
気
の
低
迷
が
長
引
き
'
不
況
感
が

定
着
L
t
受
験
人
口
の
減
少
期
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
'
国
公
立
大
志
向
は
'

昨
年
以
上
に
強
ま
っ
た
｡
本
校
で
も

年
々
国
立
大
受
験
が
増
加
し
て
い
る
｡

理
系
学
部
へ
の
女
子
の
進
出
顕
著

医
･
歯
･
薬
学
部
系
統
も
相
応
の
合

格
者
を
得
た
が
'
本
年
度
は
'
特
に
現

役
理
系
女
子
の
奮
闘
が
注
目
さ
れ
た
｡

女
子
生
徒
の
ラ
イ
セ
ン
ス
志
向
'
実

学
志
向
は
'
不
況
と
'
と
り
わ
け
女
子
.

大
生
の
就
職
難
と
無
関
係
で
は
な
い
｡

就
職
に
は
理
系
有
利
と
か
'
資
格
に
直

結
し
た
医
･
歯
･
薬
･
看
護
･
医
療
系

が
有
利
な
ど
と
言
わ
れ
'
理
系
学
部
へ

の
女
子
の
進
出
は
全
国
的
な
傾
向
で
も

あ
っ
た
｡

私
立
大
で
も
記
録
を
更
新

私
大
受
験
で
も
本
校
生
徒
の
実
力
は

遺
憾
な
-
発
揮
さ
れ
た
｡
慶
応
汰
∵
青

山
学
院
大
'
津
田
塾
大
な
ど
は
'
合
格

数
･
現
役
合
格
数
と
も
に
新
し
い
記
録

で
あ
-
'
更
に
現
役
合
格
数
で
立
教
大
へ

東
京
理
科
大
'
早
稲
田
大
な
ど
が
記
録

を
更
新
し
た
｡

国
公
立
大
人
気
は
'
裏
を
返
せ
ば
私

大
の
志
願
者
減
と
な
っ
て
表
れ
て
い

る
｡
首
都
圏
の
あ
る
難
関
私
大
で
は
'

昨
年
比
で
六
八
八
〇
人
の
志
願
者
減
に

対
し
'
一
一
五
二
人
の
合
格
者
増
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
､
首
都
圏
私
大

の
合
格
ラ
イ
ン
は
'
や
や
下
降
気
味
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
｡

し
か
し
'
油
断
は
禁
物
で
あ
る
｡
本

校
の
進
路
指
導
も
更
な
る
躍
進
を
期
し
.

て
'
兜
の
緒
を
締
め
直
し
'
大
い
な
る

努
力
を
継
続
し
た
い
と
思
う
｡
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